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本資料の発表をもって解禁

『第８７回大河津分水殉職者慰霊式』を開催します
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エフエム魚沼、建設業界向け専門紙
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同時発表記者クラブ

大河津分水路工事の礎となられた御霊に対する敬弔の意を捧

げるため『第8７回大河津分水殉職者慰霊式』を開催します。
今年度も新型コロナウィルスの感染拡大状況を踏まえ参加人

数を例年より縮小して執り行うこととします。
なお、どなたでもご自由に献花していただける時間も別に設

けさせていただきます。

問い合わせ先

日 時：令和４年４月２３日（土）

会 場：新潟県燕市大川津地先
信濃川河川事務所 大河津出張所構内（別紙参照）

主 催：国土交通省 北陸地方整備局 信濃川河川事務所 大河津出張所

献花の時間帯：①10:00～11:00 「第8７回大河津分水殉職者慰霊式」出席者
による黙祷・献花

②11:00～12:00 希望者（一般の方）による黙祷・献花
（式典終了後はどなたでも献花していただ
けます）

そ の 他：取材等も含めご来場される方におかれましては、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、マスクの着用・手指の消毒等十分ご配
慮いただきますようお願いいたします。

国土交通省
信濃川河川事務所



献花会場

駐車場

大河津資料館

大河津出張所

県道見附分水線

長岡市

燕市
長岡市

献花会場

別 紙



『大河津分水殉職者慰霊式』について
慰霊式は分水路工事15ヶ年間（明治42年～大正12年）の殉職者のため、渡辺丈

二・田沢実入・石原三保吉等（有志・在官者等）が発起人になって寄付金を募り、大
正12年(1923年)10月に西蒲原郡国上村字石湊地先（現燕市渡部字石湊地先（旧分
水町））の分水路河畔（夕ぐれの岡）に慰霊碑を建て招魂祭を執行し、ご遺族を弔慰
したのが始まりです。
（当時は殉職者84名の方のお名前を石碑「大河津分水工事殉職之碑」に刻印）

翌大正13年(1924年)10月には、第1回目の慰霊祭を挙行し、以来2、3年毎に秋
に実施していましたが、昭和11年(1936年)５月に旧分水第二公園へ遷座し、その後
は毎年桜の咲く時期に実施しています。
（戦時中及び終戦直後一時中断）

現在では、その後の信濃川補修工事及び大河津分水完工後の維持管理工事等を行う
上で殉職された16名（昭和40年度が最終）の方を含め100名の方のお名前が石碑に
刻印されています。

献花会場（平成31年4月の実施状況）
大河津分水工事殉職之碑

石碑・記念碑の位置図

大河津出張所の周辺には、慰霊碑の他
にも大河津分水工事に関わる石碑・記

念碑があります。

一．信濃川治水紀功之碑

二．有泉栄一君碑

三．信濃川補修工事従業員一同碑

四．信濃川補修工事竣功記念碑

五．大河津分水工事殉職之碑

六．洗堰改修記念碑

七．登録有形文化財洗堰碑

（参考）


